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日本人英語学習者が躓きやすい英字新聞の構文について
…――構文に慣れてもらう指導のために――
文学研究科英文学専攻博士後期課程満期退学
新堀　　孝
　複数の大学で学生と英字新聞を読んできたが、日本人英語学習者の習熟度に関係なく英字
新聞の理解を困難にする問題点があるように思われる。これらの問題点は、語彙から文法・
構文に至るまで様々あるものの、大きなものは毎年ほぼ共通しているようだ。語彙の問題と
一言で言っても、いくつかの問題に細分化される。第一に、難度の高い単語である。例え
ば、coerciveやconcoct、demur、detonation、hiatus、palpable、veerなど1のようなもので
ある。第二に、新しく作られた単語である。最近の例で言えば、BrexitやRegrextは典型的
な例である。第三に、人名や地名、組織名、商品名などの固有名詞である。第四に、複数語
をつなげた表現も問題になることがある。例えば、U.S.-ledやChina-backed、oil-producing、
waste-to-power、game-changingのなどの表現は意味の推測もしやすいが、breach-of-trust
やmurder-for-hire、state-of-the-science2のようなものは意味の推測も難しいし辞書に載って
いないものもある。さらに、DPRK3やIMF4、IPCC5、SLBM6、THAAD7のような短縮表記も、
理解の障害となる。語彙の問題は、筆者自身を含めて、英語に外国語として触れている者に
は避けられない問題であり、研究対象として筆者も関心をもっているが、これは少しの助言
や練習で解決できるものではない。文法・構文の問題では、仮定法（if節が示されないもの8）
が、かなり頻繁に問題になるので、これに慣れるための指導方法や指導体系の例をまとめて
みたいが、これは次の機会に取り上げることにしたい。
　今回取り上げたい形は3つ、“Ⓐ…as…well…as…Ⓑ”構文の意味の取り方、付帯状況の“with…
Ⓐ…+…Ⓑ”の構文、そして、文型として完結した文に名詞を足して情報を付加する構文である。
“Ⓐ…as…well…as…Ⓑ”は、通常の辞書の記述と違う意味で用いられた英字新聞記事中の英文を
紹介する。付帯状況のwithの構文と文型として完結した文に名詞を付加する構文は、不慣れ
な学習者が多いため、これらの構文に慣れてもらうために順序立てた例文を示し、今後の指
導に役立てたい、もしくは役立てられることを期待したい。
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1．“Ⓐ as well as Ⓑ”構文ついて
　この構文は高等学校の授業で紹介されており、「ⒷだけではなくⒶも」という基本的な意
味で知られていることが多い。その意味の取り方で問題ないことが多い。以下の英文では、
この「ⒷだけではなくⒶも」で訳語の処理ができる。
例…1）… Nepal quake death toll tops 3,700…
　Overwhelmed…authorities…were…trying…to…cope…with…a…shortage…of…drinking…water,…
food…and…electricity,…as…well…as…the…threat…of…disease…………（Reuters）…The Japan News.…
September…19,…2014
例…2）… Scots Spurn Independence, Vote to Stay In the United Kingdom
　A…vote… for… the…307-year…union… is…a…relief… for…millions…of…Britons… including…Prime…
Minister…David…Cameron,…whose…job…was…on…the…line,…as…well…as…allies…across…the…world…
who…were…horrified…at…the…prospect…of… the…United…Kingdom’s…separation.… …（Reuters）…
The Japan News.…September…19,…2014
例…3）… U.S. sends 300 more troops to Iraq over security concerns
　The…United…States… is…ramping…up… its…military…presence… in…Iraq,…deploying…around…
300…additional…troops…as…well…as…helicopters…and…drone…aircraft…in…response…to…security…
concerns…in…Baghdad,…officials…said…on…Monday.　（Reuters）…The Japan News.…June…30,…
2014
　しかし、この構文は本来、“Ⓑ”よりも“Ⓐ”に意味の重点があるため、次のような英文
では意味を理解する際に混乱を生じさせることがある。
例…4）… Obama visits Hiroshima
　They*…mourned…the…victims…of…the…world’s…first…atomic…bombing,…which…struck…the…
city…on…Aug.…6,…1945,…as…well…as…those…killed…in…another…U.S.…atomic…bombing…three…days…
later…in…Nagasaki.…（The…Yomiuri…Shimbun）…The Japan News.…May…28,…2016……*安倍首相
とオバマ大統領のこと
例…5）… Pope Francis visits Auschwitz, meets survivors
　Choosing…silence…to…convey…his…sorrow,…Pope…Francis…visited…the…former…Nazi…death…
factory…at…Auschwitz…and…Birkenau*…on…Friday,…meeting…with…concentration…camp…
survivors…as…well…as…aging…saviors…who…helped…Jews…escape…certain…doom.…（AP）…The 
Japan News.…July…30,…2016……*ビルケナウ（ユダヤ人第二収容所があったポーランドの町）
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　例4）においては、広島を訪れてそこで哀悼の意を表すのに、「長崎で･･････亡くなった犠
牲者だけでなく、世界最初の原爆攻撃の犠牲者も悼んだ」と訳すと不自然に感じられる。長
崎の原爆攻撃には「再度の」（“another”）…をつけているから、こちらが訳文の先に出てくる
のはおかしい。また例…5）…においても、法王が収容所の施設跡を訪れて面会したのは、支援
者と施設に収容された経験をもつ生存者では、生存者の方が順序としてではなく目的として
主であるはずだから、「･･････高齢になりつつあるかつての支援者だけでなく、収容所の生
存者にも面会した」と理解するのは自然ではない。“Ⓐ…as…well…as…Ⓑ”では、Ⓑが先に訳語
に出てくると日本語としては、英語の意味とは少し異なってしまうことがある。“Ⓐ…as…well…
as…Ⓑ”は、Ⓐに意味の重点があって、“as…well…as…Ⓑ”は副詞である。したがって、もとは「Ⓐ
は（を）、それと同様に十分に（適切に）Ⓑも」の意味であり、それを「ⒷだけでなくⒶも」
と言い換えているだけなので、Ⓐに意味の重点があることが伝わりにくい訳し方だと英文の
もとの意味と少しずれてしまう。これは日本語に訳すときの翻訳法の問題になってしまうか
もしれない。しかし、例4）は「オバマ大統領と安倍首相は、世界で最初の原爆攻撃の犠牲
者を、同時に･･････3日後の長崎での再度の原爆攻撃での犠牲者を悼んだ」という意味であ
るし、例5）は「ローマ法王フランシスは、･･････収容所の生存者に、あわせて･･････高齢
になりつつあるかつての支援者にも面会した」という意味である。
　これらの“Ⓐ…as…well…as…Ⓑ”は、より等位接続詞的な意味に、ⒶとⒷは出てくる順番に
訳す必要がある。細かいことではあるが、訳語が厳密には正しいとは言えないうえに、英文
の理解を混乱させる可能性があるため、“Ⓐ…as…well…as…Ⓑ”にはよりよい訳語が辞書に紹介
された方がよい。例えば、「Ⓐは（を）、同時にⒷも」、「Ⓐは（を）、Ⓑも加えて（もあわせて）」、
「Ⓐは（を）、そしてⒷも」のような訳語である｡ この訳語を紹介している英和辞典は多くは
ない。9…このような等位接続詞に近い訳し方は高校生以下の学習者には“not…only…Ⓑ…but…also…
Ⓐ”との文法的、意味的な違いが理解しにくいので、学習者用辞書には掲載しないにしても、
より大きな辞書には掲載されるのが望ましいと思われる。
2．付帯状況を表す“with Ⓐ + Ⓑ”の構文
　英文の主語と述語動詞を把握することがある程度正しく把握できる英語学習者でも、この
“with…Ⓐ…+…Ⓑ”の構文の理解には苦労することが多いようである。“with…Ⓐ…+…Ⓑ”の…Ⓐと
Ⓑの「ⒶがⒷの状態で」という「主語＋述語」関係
4 4
を見抜くことが難しいのである。この問
題が起こる原因は、いくつかあるようだ。第一に、英文の意味のまとまり（意味単位での句）
を意識することができずに、英文を単語の羅列のように受け止めていること。つまり、…［冠
詞…+…修飾語…+…名詞］や［前置詞…+…目的語］といった意味の枠組みを意識できないということ。
第二に、意味のまとまりを認識できても、それらの句の意味を“Ⓐ（英語）…=…Ⓐ’（日本語）”
と硬直した意味で置き換えているだけなので、書き手が意図した意味にたどり着くのが難し
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いこと。例えば、on…the…ceilingを「天井の上に」のように。文レベルの例だと、“The…U.N.…
World…Food…Program…warned…that…it…will…take…time…for…food…and…other…supplies…to…reach…
communities…that…have…been…cut…off…by…landslides.”10（強調は筆者による）の“for…～”を「～が」
というto不定詞の意味上の主語の意味に理解しない日本人英語学習者は多い。第三に、前置
詞句は短いもの…―…例えば、in…the…roomとかby…busのように…―…という漠然とした誤解があ
るようで、“with…Ⓐ…+…Ⓑ”の…“with…Ⓐ”だけで区切って解釈しようとする英語学習者を多
く見かける。こうなると、収まり場所をなくした“Ⓑ”を周りとどのようにくっつけるかを
考えるという不要な努力をしなければいけなくなる。確かに、“with…Ⓐ…+…Ⓑ”の“Ⓑ”に、
be動詞なしの形容詞がきたり、副詞がきたり、前置詞句がきたりすれば、“Ⓐ”との間に意
味上の「主語＋述語」関係を見抜くことは難しく、この点に苦労をするのは筆者も経験上理
解できるところではある。
　この“with…Ⓐ…+…Ⓑ”構文に慣れるためには、どうしたらよいだろうか。まず、withがま
とめる前置詞句は、特に英字新聞のなかでは、短くはないことがあるという点を意識しても
らうことが必要だ。その上で、“Ⓐ”と“Ⓑ”の「主語＋述語」関係が見えるように英文を
読む練習をする必要がある。この「主語＋述語」関係が見えるようになるためには、“Ⓐ”
が1 ～ 2語の英文から読む練習をする必要がある。
例…6）… Iran refuses entry to member of IAEA staff
　A…new…U.N.…effort…to…probe…suspicions…that…Iran…worked…on…atomic…arms…ended…on…a…
downbeat…note…Thursday,…with…diplomats…saying…that…Tehran…refused…entry…to…Iran…to…
a…U.S.…nuclear…expert…on…the…U.N.’s…investigating…team.…（AP）…The Japan News.…October…
9,…2014
例…7）… New raids as France warns of possible chemical attacks
　With…France…still…reeling…from…last…week’s…deadly…attacks…in…Paris,…Prime…Minister…
Manual…Valls…warned…Thursday… that… Islamic…extremists…might…at… some…point…use…
chemical…or…biological…weapons,…and…urged… lawmakers… to…extend…a…national…state…of…
emergency…by…three…months.…（AP）…The Japan News.…November…19,…2015
例…8）… Nepal quake toll tops 5,000
　In…Kathmandu…and…other…cities,…hospitals…quickly…overflowed…with… injured…soon…
after…the…quake,…with…many…being…treated…out…in…the…open…or…not…at…all.…（Reuters）…The 
Japan News.…April…29,…2015
例…9）… Obama faces test in final midterms
　American[s]…vote…Tuesday… in… legislative…elections… [which…are]…expected…to… inflict…a…
stinging…defeat…on…President…Barack…Obama,…with…Republicans…poised…to…wrest…control…
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of… the…Senate… from…his…Democrats.…（AFP-Jiji）…The Japan News.…November…5,…2014…
…（［……］は筆者による補足。）
例10）… 2014 set to be hottest year ever
　With…temperature…data…showing…2014…currently…tied…for…the…hottest…year…on…record,…
the…U.N.…weather…agency…on…Wednesday…rejected…claims… that…global…warming…has…
paused.…（AP）…The Japan News.…December…5,…2014
例11）… Nepal quake toll tops 5,000
　Anger…and…frustration…were…mounting,…with…many…Nepalis…sleeping…out…in…the…open…
under…makeshift… tents… for…a… fourth…night…since… the…country's…worst…quake… in…more…
than…80…years.…（Reuters）…The Japan News.…April…29,…2015
例12）… 175 states sign landmark Paris deal on climate change
　The…historic…agreement…on…climate…change…marked…a…major…milestone…on…Friday…
with…a…record…175…countries…signing…on…to…it…on…opening…day.…（AP）…The Japan News.…
April…22,…2016…
例13）… Nepal quake death toll tops 3,700
　Huge…queues…had… formed…at… the… city’s…Tribhuvan*… International…Airport,…with…
tourists…and…residents…desperate…to…get…a…flight…out.…（Reuters）…The Japan News.…April…
27,…2015……*カトマンズ市内のトリブフヴァン（または、トリブヴァン）国際空港
例14）… French far right torn by father-daughter feud
　A…tempest…has…been…unleashed…upon… the…House…of…Le…Pen,… the…seat…of…France’s…
rising…far…right,…with…the…wounded…patriarch…and…founder…of…the…National…Front…lashing…
out…at…his…political…heir…and…daughter…in…a…feud…over…an…anti-Semitic…smear.…（AP）…The 
Japan News.…June…11,…2014
例15）… Germany after Berlin Wall: Not always best in west 
　The…two…cities…have…met…contrasting…fates…since…the…crumbling…of…the…Berlin…Wall…
25…years…ago… —…with…Dresden…becoming…a…magnet… for…high-tech…firms…and…cultural…
center,…and…Dortmund…sinking…into…deep…economic…depression.…（AP）…The Japan News.…
November…6,…2014
例16）… 175 states sign landmark Paris deal on climate change
　With…the…planet…heating…up…to…record…levels,…sea…levels…rising…and…glaciers…melting,…
the…pressure…to…have…the…Paris…Agreement…enter…into…force…and…to…have…every…country…
turn…its…words…into…deeds…was…palpable…at…the…U.N.…signing…ceremony.…（AP）…The Japan 
News.…April.…22,…2016
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例17）… Okla. Tornado kills at least 91
　Moore*…was…devastated…with…debris… everywhere,… street… signs…gone,… lights… out,…
houses…destroyed…and…vehicles… tossed…about…as… if… they…were… toys.（Reuters）The 
Japan News.…May…21,…2013……*竜巻に襲われたオクラホマ州のムーアという町
例18）… UNSC backs adoption of nuclear test ban treaty
　With…U.S.…Secretary…of…State… John…Kerry… invoking…North…Korea’s… latest…nuclear…
explosion…as…a…“reckless…act…of…provocation,”…the…U.N.…Security…Council… on…Friday…
approved…a…resolution…urging…quick…global…implementation…of…a…treaty…that…would…ban…
tests…of…such…weapons.…（AP）…The Japan News.…September…23,…2016
例19）… Obama boosts Clinton at convention, warns against ‘deeply pessimistic’ Trump
　His… own… legacy… on… the… line,…President…Barack…Obama… implored…Americans… to…
elect…Hillary…Clinton…to…the…White…House,…casting…her…as…a…candidate…who…believes…in…
the…optimism…that…drives… the…nation’s…democracy…and…warning…against… the“deeply…
pessimistic…vision”of…Republican…Donald…Trump.…（AP）…The Japan News.…July…28,…2016
　例10）では、“with…Ⓐ…+…Ⓑ”の“Ⓐ”は2語であるが、“Ⓑ”のshowingが第5文型を作っ
ていて9語と長いことが、学習者の理解を妨げる可能性が高い。例14）は、“Ⓐ”が長く、
withの句そのものも長い。例15）～例17）は“Ⓐ…+…Ⓑ”が複数組あり、その共通関係を見
抜かなければいけないという問題もある。例18）…は、安保理が決議を採択したことと、ケリー
国務長官が警告したことがほぼ同じ時の事柄であることを表しているだけで、これら2つの
事柄には因果関係はない。したがって、「ケリー国務長官が……と引き合いに出すような世
界情勢のなか、安保理は……決議を採択した」のように和訳にはひと工夫しないと理解しに
くい。例19）は…付帯状況の“with…Ⓐ…+…Ⓑ”構文であるにもかかわらず、withが省略されて
いて、文法的に誤った英文に見えやすい。加えて、legacyという単語が辞書上は「遺産、遺物」
の意味ではあるが、ここでは「（オバマ氏が大統領として作ってきた）制度や法」を意味し
ていることがわかりづらいので、この英文は練習問題としては難しく感じられるだろう。
　ただし、この“with…Ⓐ…+…Ⓑ”構文は、「ⒶがⒷの状態で」という「主語＋述語」関係を
視覚的にわかるように図解するなどして、それを繰り返し音読することをいくつかの例で繰
り返すと、短期間に構文に慣れることが期待できる。11
3．文型として完結した文に名詞を付加した文
　文型として完結した文に名詞を付加するとしても明瞭な同格であれば、英語学習者を混乱
させることはあまり多くはない。例えば、次のような場合である。
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例20）… CIA acknowledges Area 51
　UFO…buffs…and…believers… in…alien…encounters…are…celebrating… the…CIA’s…clearest…
acknowledgement…yet…of…the…existence…of…Area…51,…the…top-secret…Cold…War…test…site…
that…has…been… the…subject…of…elaborate…conspiracy… theories… for…decades.…（AP）…The 
Japan News.…August…17,…2013（下線は筆者による）
例21）… 100,000 workers protest Belgian labor reform
　About… 50…people…were… injured…and…30…detained,… police… said,… in… one… of…biggest…
postwar…labor…demonstrations…in…Belgium,…a…country…long…seen…as…a…vaunted…welfare…
state.…（AP）…The Japan News.…November…6,…2014（下線は筆者による）
　ここでいう同格とは、文法的に同じ働きをする名詞や代名詞を別の名詞代名詞に言い換え
ることであるが、この同格とは言えない名詞を付加する文が英字新聞では頻繁に見られる。
これらの多くは、日本人英語学習者の理解を妨げる。
　この構文は、英文が一度文型として完結してから、書き手が改めて新しい情報や既知と思
われる情報を確認のために書き加えるために使われるものである。（かつて、文学的な文章、
論説文、エッセイなどで時々使われていたが今では英字新聞で使われるのが一般的になって
いるようだ。）付加される名詞の前にダッシュが書かれることがあるが、この場合は、何に
ついての加筆であるかがわかりやすいため、理解に困ることは比較的少ないようである。
例22）… North Korea ‘test-fires’ underwater ballistic missile
　North…Korea…announced…Saturday…the…successful… test-firing…of…a…submarine-based…
ballistic…missile…—…a…technology…that…would…offer…the…nuclear-armed…state…a…survivable…
second-strike…nuclear…capability.…（AFP）…The Japan News.…May…9,…2015
例23）… Grand jury clears cop in chokehold death
　A…white…New…York…City…police…officer…was…cleared…Wednesday… in… the…chokehold…
death… of… an…unarmed…black…man… stopped…on… suspicion… of… selling… loose,… untaxed…
cigarettes…―…a…case…that…sparked…outrage…and…drew…comparisons…to…the…deadly…police…
shooting…in…Ferguson,…Missouri.……（AP）…The Japan News.…December…04,…2014
例24）… Syrian rebels release 4 U.N. peacekeepers
　Meanwhile,…a…Syrian…official…said…President…Bashar…Assad's…troops…have…the…right…to…
enter…the…Israeli-occupied…Golan…whenever…they…wish…—…a…veiled…threat…toward…Israel…
to…stay…out…of…Syria’s…conflict.…（AP）…The Japan News.…May…12,…2013
例25）… Hamas, Fatah agree to form unity govt
　The… two…groups… said… they… had…decided… on… a… list… of… independent,… technocrat…
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ministers…who…will…run…the…government…pending…elections… in…at… least…six…months… ―…
moves…they…hope…will… revive… institutions…paralyzed…since…the…parties… fought…a…brief…
civil…war…in…2007.…（Reuters）…The Japan News.…May…27,…2014
例26）… Germany after Berlin Wall: Not always best in west…
　That*… is… largely…due… to… the… still…mandatory“solidarity… fees”**… instituted…after…
reunification…to…help…raise…the…former…East…Germany’s… living…standards…—…payments…
that…are…becoming…increasingly…controversial…as…swaths…of…western…Germany…fall…into…
decline.…（AP）…The Japan News.…November…6,…2014……*旧東ドイツ地域が地区によっては
急速に豊かになりつつあること。**旧東ドイツ地域の財政支援を行うための連帯税
例27）… Panel sees much higher seas, temperatures
　Unless…the…world…drastically…cuts…emissions…―…an…event…scientists…called…highly…unlikely…
to…happen…―…the…panel…said…Earth…will…warm…by…at…least…2…more…degrees…Fahrenheit…
（1.1…degrees…Celsius）…this…century…in…all…but…one…of…the…four…scenarios…they…outlined.…
（AP）…The Japan News.…September…28,…2013
　ダッシュがなくても、付加された名詞そのもの
4 4 4 4
が書き手による評価や意見、つまり完全な
新しい情報である場合には、あまり理解を混乱させない。（ただし、この例は、あまり多くな
い。）
例28）… SKorea military: NKorea fires 2 suspected midrange missiles
　Five…of…those…launches*…failed,…many…exploding…in…midair…or…crashing,…and…the…sixth…
flew…only…about…400…kilometers…（250…miles）,…South…Korea's…Joint…Chiefs…of…Staff…said,…an…
improvement…but…still…well…short…of…the…missile’s…potential…3,500-kilometer…（2,180-mile）…
range…and…not… long…enough…to…be…classified…as… intermediate.…（AP）…The Japan News.…
June…21,…2016（下線は筆者による）*北朝鮮が試験発射したミサイル
　しかし、多くの場合、付加される名詞は、その名詞そのものが新しい情報であることは多
くはない。その場合には、読み手には難しいと感じられるようである。
例29）… Obama to Cameron: Stay in EU
　Cameron… is…keen…to…unite…his…party…on…Europe,…an… issue…that…helped…bring…down…
Conservative…Prime…Minister…Margaret…Thatcher…and…dogged…her…successor…John…
Major,…another…Conservative.…（Reuters）…The Japan News.…May…15,…2013
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例30）… Greeks protest over student’s death
　Greek…youths…clashed…with…riot…police… in…Athens…on…Friday…as…they…protested…the…
death…of…a… teenage… trolley…passenger…during…a… ticket… inspection,…a…death… that…anti-
austerity…groups…have…blamed…on… the…government’s…harsh…economic…policies.…（AP）…
CBS…News.…August…16,…2013…
例31）… Missouri police officer not charged in black teen’s shooting
　The…grand…jury…found…there…was…no…probable…cause…to…charge…Ferguson,…Missouri,…
police…officer…Darren…Wilson…with…any…crime…for…the…shooting…of…18-year-old…Michael…
Brown,…an…incident…that…highlighted…longstanding…racial…tensions…in…the…predominantly…
black…city………（Reuters）…The Japan News.…November…25,…2014
例32）… Hungary declares emergency, seals border, detains migrants…
　Hungary… sealed… off… its…border…with…Serbia…with…massive… coils… of… barbed…wire…
Tuesday…and…began…detaining…migrants…trying…to…use…the…country…as…a…gateway…to…
Western…Europe,…harsh…new…measures… that… left… thousands…of… frustrated…asylum-
seekers…piled…up…on…the…Serbian…side…of…the…border.…（AP）…The Japan News.…September…
17,…2015
例33）… 175 states sign landmark Paris deal on climate change
　The…agreement…will… enter… into… force…once…55…countries… representing…at… least…55…
percent…of…global…emissions…have…formally…joined…it,…a…process…initially…expected…to…take…
until…2020.…（AP）…The Japan News.…April…22,…2016
例34）… Islamists attack French church, slit priest’s throat
　Knife-wielding…attackers…interrupted…a…French…church…service,…forced…the…priest…to…
his…knees…and…slit…his…throat…on…Tuesday,…a…murder…made…even…more…shocking…as…one…
of…the…assailants…was…a…known…would-be…jihadist…under…supposedly…tight…surveillance.…
（Reuters）…The Japan News.…April…22,…2016
例35）… Scots back remaining in UK despite Brexit vote…
　Most…Scots…still…back…remaining… in…the…United…Kingdom…despite…Britons…voting…to…
leave…the…European…Union,…a…move…which…was…opposed…by…the…majority… in…Scotland,…
according…to…an…opinion…poll…published…on…Saturday.…（Reuters）…The Japan News.…July…
27,…2016
例36）… Clinton campaign: Computer service used by campaign hacked…
　A…computer…service…used…by…the…campaign…of…Hillary…Clinton…was…hacked…as…part…
of…a…broader…breach…of… the…Democratic…National…Committee*,…an… intrusion… for…which…
the…Russian…government…is…the…leading…suspect,…the…campaign…said…Friday.…（AP）…The 
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Japan News.…July…30,…2016…*民主党全国委員会
　この構文の理解に苦労する学習者には、どのような助言が可能であろうか。文法的な説明
よりは、訳し方の助言を行う方が即効性が高いだろう。頁数の制限上、すべての例文の例は
示せないが、例えば、以下のように訳し方を示すことができる。
例29）…キャメロン氏は自分の党をヨーロッパに関して結束させたいと願っている。この
4 4
問題
4 4
は、保守党の首相マーガレット・サッチャー氏の失脚を促し、彼女の後継者で
あったジョン・メイジャー氏が首相就任後も彼につきまとうことになった。
例31）…ミズーリ州ファーガソンの警察官ダレン・ウィルソンが18歳のマイケル・ブラウ
ン（18）を銃で撃ったことに関して、いかなる犯罪の可能性についても起訴するた
めの相応の根拠がないと大陪審は判断を下した。この出来事
4 4 4 4 4
は、黒人が支配的な町
で、積年の人種問題の緊張をはっきりと強調することになった。
例32）…ハンガリーは、火曜日、セルビアと接する国境を巨大な棘*付ワイヤーのコイル
で国境を封鎖し、西ヨーロッパへの近道にハンガリーを使おうという移民を足止め
し始めた。この新しく、厳しい対策
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
は、セルビア側の国境に数千人に及ぶ失意の亡
命者たちが行き場を失ってあふれる結果をもたらした。　*棘というと聞こえはよ
いが大きなカッターナイフの歯のようなものがくっついている。
例33）…この協定は、ひとたび少なくとも世界排出量の55％を占める55の国々が正式に参
加すれば、発効するのである。その
4 4
（発効の）手続き
4 4 4
は当初2020年までかかると考
えられていたのだが。
例34）…木曜日、ナイフを振り回す襲撃者がフランスの教会の礼拝を遮り、牧師に膝をつ
かせ、そして牧師の喉を切り裂いた。この殺人
4 4 4 4
が一層衝撃的なのは、襲撃者のうち
の一人がおそらくは厳しい監視下に置かれていたジハーディストになりそうな人間
だとわかっていたという点にある。
例36）…ヒラリ ・ークリントン陣営によって使用されているコンピュータ・サーバーがハッ
キングされた。これは民主党全国委員会へのより広範な侵入の一部なのだが。今回
4 4
の不正侵入
4 4 4 4 4
に対してはロシアがその指導的な役割を果たしている容疑者であると陣
営関係者は語った。
　以上のように、「文型として完結した文に名詞を付加した文」では、付加された名詞はほ
ぼすべての場合、定冠詞がつくことはないのだが、「この
4 4
（その
4 4
）名詞は～だ（だった）」な
どと補って、後ろを普通の文として訳すとよいと指導してほぼ問題はない。このように、不
定冠詞が使われていても、定冠詞がついている名詞として和訳して支障がないのは、英語の
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ネイティヴスピーカーである読み手にはその名詞が何のことかはわかっていることを前提に
書かれているからであろう。
　英語を専門に勉強していない学習者であれば、ここまでの理解でよいだろうが、英語を専
門に勉強している学習者の場合、もう一つ気になる点があるだろう。それは、今指摘した、
日本語で理解するときには「この
4 4
（その
4 4
）名詞」と訳すのに、英文ではその名詞に不定冠詞
がつく（複数名詞の場合は冠詞なしになる）ということである。
　これはおそらく、英語のネイティヴスピーカーの脳の中では、この付加される名詞の前に
“which…is…（are）”が意識されているからであろう。この付加される名詞が文として書き換え
たときに補語になっていると考えると、不定冠詞が使われることも納得ができる。この付加
される名詞は基本的には様々な実例を読者が連想しうる一般的な名詞が使われるため、「い
ろいろある名詞（例えば、事件、殺人、問題、判決など）のなかで･･････なもの」と可能性
のある選択肢のなかのひとつという意味合いが常にあるためである。
　次の例を見ると、この構文の付加された名詞の前に“which… is…（are）”が意識されている
ことがわかる。
例37）… 175 states sign landmark Paris deal on climate change
　Even…though…small…emitters,…he*…said…they**…would…take…the…steps…required…to…ratify…
the…agreement…“as…soon…as…possible,”…a…reflection…of…the…wide…reach…of…the…agreement.…
（AP）…The Japan News.…July.…29,…2016…… … *コンゴ民主共和国のジョセフ・カビラ大統領…
**small…emittersのことだが、実際には世界で最も発達の遅れている48の国々を受けて
いる（下線は筆者による）
自分たちの国々がたとえ排出量の大きな国ではないとしても、私たちの国々はこの協定
を批准するために必要な手続きをできる限り早くとりますとカビラ大統領は言った。こ
4
の彼の発言
4 4 4 4 4
は、この協定が広い範囲に（＝世界の多くの国々に）受け入れられているこ
とを映し出している。
　この英文の“a…reflection”を「この反映」とは訳せない。「カビラ大統領がこのように発言
したこと」が“a…reflection”の意味上の主語である。この隠れた継続用法の関係代名詞と
be動詞（“which…is…（are）”）の存在を意識することが、この構文では大切なのである。
　すでに一度指摘したが、この表現形式は書き手が新しい情報や既知と思われる情報を確認
するために付加するために使われる。あくまでも名詞を付加することで話のとっかかりを
作っているだけで、その名詞に後述する形で修飾句ないしは修飾節が添えられて情報が補わ
れる。英文では接続詞を使わなければ1つの文に2組以上の「主語＋述語動詞」を作ることは
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できないから、文法的には言い換えのような
4 4 4 4 4 4 4 4
名詞を付加しているだけであって、1つの英文
中においてよい「主語＋述語動詞」の数を超えているわけではないという体裁も守っている
ということだろうか。
　また、この「文型として完結した文に名詞を付加した文」では、「付加された名詞」の多くは、
その名詞よりも前に書かれた事柄を一般化した名詞になるのが普通である。したがって、こ
の「付加された名詞」に形容詞、特に感情を表す意味の形容詞が付されることはあまりない12…
のだが、稀に形容詞を伴う形で出てくることがある。
例38）… Hague rejects Beijing S.China Sea claims
　An…arbitration…court…ruled…on…Tuesday…that…China…has…no…historic… title…over… the…
waters…of… the…South…China…Sea…and…that… it…has…breached…the…Philippines’… sovereign…
rights…with…its…actions…there,…a…long-awaited…ruling…sure…to…infuriate…Beijing.…（Reuters）…
The Japan News.…July…13,…2016（下線は筆者による）
　仲裁裁判所の判決を長いこと待っていたのは一部の人々にとっては事実であるが、“long-
awaited”をrulingの前に出してまで伝えるべきかは判断が難しい。この形容詞は、rulingの
後ろにまわしてもよかったのではないかと思われる。いずれにせよ、付加される名詞にこう
した形容詞を伴う場合も稀にあり得る。ただし、意味の取り方は同じで、「この待望の判決
は･･････」と訳してもよいし、「それは、中国政府を激高させるのが確実な待望の判決であ
る（＝それは、待望の判決ではあるが、中国を激高させるのが確実だ）」と訳してもよい。
　ところで、頻繁には見かけないが、「文型として完結した文に名詞を付加した文」の付加
される名詞に前置詞がつくことがある。
例39）… 4 S.Korea ferry crew charged with homicide
　South…Korea's… prosecutors… on…Thursday… indicted… 15… crew…members… over… last…
month's…ferry…sinking,…four…of…them…on…homicide…charges,…in…a…disaster…[which]…has…left…
more…than…300…people…dead…or…missing.…（AP）…The Japan News.…May…15,…2014（inの強
調及び…［……］内の補足は筆者による）
例40）… Suicide bombers, gunmen kill at least 6 in Indonesian capital
　Militants…launched…a…gun…and…bomb…assault…in…the…center…of…the…Indonesian…capital…
on…Thursday,…killing…at…least…six…people,…police…said,…in…an…attack…on…a…country…that…the…
Islamic…State…of…Iraq…and…the…Levant…（ISIL）…had…threatened…to…put…in…its“spotlight.”
（Reuters）…The Japan News.…January…15,…2015（inの強調は筆者による）
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　英文の意味は次の通り。
例39）…韓国検察は木曜日、先月のフェリー沈没を巡って15人を起訴し、そのうち4人を殺人
罪での起訴とした。この大惨事は300人を超える死亡者または行方不明者を出している。
例40）…活動家たちが木曜日、インドネシアの首都の中心街で銃と爆弾を使った攻撃を始めた。
警察によると、少なくとも6人が死亡した。この攻撃は、イスラム国が攻撃の準備を進
めている兆候を示していた対象国に対するものであった。
　この2つの例文、実はどちらもinがなくても文法的には大きな違いはない。
例39’）…South…Korea’s… prosecutors… on…Thursday… indicted… 15… crew…members… over… last…
month’s…ferry…sinking,…a…disaster…which…has…left…more…than…300…people…dead…or…missing.
例40’）…Militants…launched…a…gun…and…bomb…assault…in…the…center…of…the…Indonesian…capital…
on…Thursday,…killing…at…least…six…people,…an…attack…on…a…country…that…the…Islamic…State…
of…Iraq…and…the…Levant…（ISIL）…had…threatened…to…put…in…its“spotlight.”
　しかし、例39’）では“four…of…them…on…homicide…charges”が書き加えられることで、また、
例40’）では“police…said”が書き加えられることで、前置詞inがないと英語として不自然に
感じられる。1つの英文中の情報量が多くなると、このようなことが起こるようだ。
　最後に、現在分詞による修飾を「文型として完結した文に名詞を付加した文」の形に書き
換えることができる場合があることを示したい。
例41）… Germany celebrates 25 years of unity
　Germany…celebrates…25…years…Saturday…since… its…historic…reunification,…putting…the…
country… in… the…spotlight… just…as… it… faces…a…record… influx…of…migrants…and…a…massive…
cheating…scam…at… iconic…carmaker…Volkswagen.…（AFP）…The Japan News.…October…2,…
2015……（下線は筆者による）
例42）… ‘Explosive shock’ as Britain votes to leave EU, Cameron quits
　Britain…has…voted…to… leave…the…European…Union,… forcing…the…resignation…of…Prime…
Minister…David…Cameron…and…dealing…the…biggest…blow…since…World…War…Two…to…the…
European…project…of…forging…greater…unity.…（Reuters）　The Japan News.…June…25,…2016…
（下線は筆者による）
　例41’）は、下線部を…Germany…celebrates…25…years…Saturday…since…its…historic…reunification,…
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a landmark…［または…a milestone］…which…is…putting…the…country…in…the…spotlight……と書き
換えることができる。例42’）は、Britain…has…voted…to…leave…the…European…Union,…a result…
which…has…been…forcing…the…resignation…of…Prime…Minister…David…Cameron…and…dealing…the…
biggest…blow…since…World…War…Two…to…the…European…project……と書き換えることができる。
あくまでも、書き換えることが可能であるということであって、実際には、この書き換えた
表現は使われていない。それは、分詞を使って直前の名詞を直接修飾する場合と比べて、「名
詞を付加する」表現では、付加の意味合いが強くなり、文の緊張感が薄れて、ここでは最良
の表現と書き手には感じられなかったからであろう。
注
1.…… ここに例として示した単語は、『ジーニアス英和大辞典』（小西友七、南出康世編集主幹、大
修館書店、2001 年）で単語の難易度を示す印のついていないものであることを確認してある。
2.…… 「最新の」を意味する state-of-the-art を捩って「最新の科学に基づく」の意味で IPCC の第 5
次報告書の記事で使われたが、その後一般的に使われるようにはなっていない。
3.… Democratic…People’s…Republic…of…Korea:…朝鮮民主主義人民共和国
4.… International…Monetary…Fund:…国際通貨基金
5.… Intergovernmental…Panel…on…Climate…Change:…気候変動に関する政府間パネル
6.… a…Submarine-Launched…Ballistic…Missile:…潜水艦発射弾道ミサイル
7.… a…Terminal…High…Altitude…Area…Defense…missile:…終
しゅう
末
まつ
高
こう
高
こう
度
ど
防
ぼう
衛
えい
ミサイル
8.… 例えば、以下の英文の could と would である。（該当箇所に下線を施している。）
… 　Prime…Minister…Sushil…Koirala…has… told…Reuters… the…death… toll…could…reach…10,000,…with…
information… on… casualties… and…damage… from… far-flung…villages… and… towns…yet… to… come…
in.“Nepal…quake…toll…tops…5,000”（Reuters）…The Japan News.…April…29,…2015
… 　Osborne…warned…that…the…option…favored…by…Boris…Johnson…–…a…deal…along…the…lines…of…the…
EU-Canada…arrangement…–…would…lead…to…an…economic…contraction…of…6%…by…2030.…（“George…
Osborne:…Brexit…would…leave…UK…‘permanently…poorer’”The Guardian.…April…18,…2016）
… 　If…Britain… leaves…the…European…Union… its…economy…could…shrink…by…six…percent…by…2030,…
the…finance…ministry…warned…in…a…report…on…Monday…that…was…dismissed…as…scaremongering…
by…eurosceptics.…（“Brexit…could…shrink…UK…economy…by…six…percent:…Treasury”（AFP）…The 
Japan News.…April…18,…2016）
9.…… 主な大英和辞典…―…『ジーニアス英和大辞典』（既出）、『新英和大辞典（第 6 版）』（竹林滋編集
代表、研究社、2008）、『リーダーズ英和辞典（第 3 版）』（高橋作太郎編集代表、研究社、2012）、『ラ
ンダムハウス英和大辞典（第 2 版）』（小西友七、安井稔、國廣哲彌、堀内克明編集主幹、小学館、
1994）…―…では、『リーダーズ』のみが、この訳語を見出しに示している。
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10.…“Nepal…earthquake:…Aid…reaches…hungry…survivors…near…epicenter”（AP）…The…Japan…News.…
April…29,…2015
11.… 授 業 で“Rio…closes…Games…with…Olympic…flag…to…Tokyo”［（Jiji…Press）…The…Japan…News.…
August…22,…2016］の英文を読んだところ、The…Tokyo…Olympics…will…open…on…July…24,…2020,…
with…18…events…of…five…sports,…including…baseball…and…softball,…set…to…be…added.…に対して、「東京
オリンピックは、追加されるよう設定された野球、ソフトボールを含む、5 つのスポーツの 18
種目で、2020 年 7 月 24 日に開催される」という和訳、もしくはこれに類似した和訳が多かった。
つまり、with を「～で」の意味に解釈するわけである。be…covered…with…などでなじみの深い「～
で」の意味の with の理解が優先されるため、付帯状況の with が日本人英語学習にとって難し
いことを筆者は改めて感じた。
12.… 前に出てきた例 24）にも名詞に形容詞がついているが、この場合は“veiled”という形容詞で
感情を表すとは言いがたいものであり、「隠れた脅威」の意味である。
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On Expressions in English Language Newspapers that 
Japanese Learners of English Have Difficulty 
in Understanding
SHIMBORI,…Takashi
　In…this…essay,…three…English…expressions…which…Japanese…learners…of…English…often…have…
difficulty…understanding…have…been…chosen.……The…first…is…“Ⓐ…as…well…as…Ⓑ”.……The…second…
is…“with”…representing…attendant… circumstances.… …The… last… is… a… structure…of…“a…noun…
addition”…to…a…sentence…completed…as…a…sentence…pattern.
1）……“Ⓐ…as…well…as…Ⓑ”…is…usually…said…to…have…the…same…meaning…as…“not…only…Ⓑ…but…also…
Ⓐ”.………However,…this…does…not…explain…the…following…example:… [Abe…and…Obama]…mourned…
the…victims…of…the…world’s…first…atomic…bombing………as…well…as…those…killed…in…another…U.S.…
atomic…bombing…three…days…later…in…Nagasaki.……The…underlined…part…in…the…sentence…cannot…
be…rewritten…as…follows:…Abe…and…Obama…mourned…not only the victims killed in another U.S. 
atomic bombing three days later in Nagasaki but also the victims of the world’s first atomic 
bombing....… …The…original… sentence…means… that…Abe…and…Obama…mourned… the…victims…
of… the…world’s…first…atomic…bombing… …… including… [OR…and…additionally]… the…victims…killed…
in…another…U.S.… atomic…bombing… three…days… later… in…Nagasaki.… … In…newspaper…English,…
the…phrase…“Ⓐ…as…well…as…Ⓑ”…can…mean…the…same…as…“Ⓐ…and…（additionally）Ⓑ”,…or…“Ⓐ…
including…Ⓑ”.
2）……“With”…representing…attendant… circumstances… is… followed…by…one…or…more…nexus…
phrases.… … It… is…difficult… for… some…of… Japanese… learners… of…English… to…understand… this…
structure…because…they…cannot…detect…the…nexus…combination…in…the…phrase…“with…Ⓐ…+…Ⓑ”.…
In…order…to…understand…this…structure,…they…need…to…practice…reading…examples…including…
short…Ⓐ…which…is…composed…of…one…or…two…words,…like…“With…France…still…reeling…from…last…
week’s…deadly…attacks…in…Paris....”
3）……The…last…structure…adds…a…noun…to…a…sentence…which…has…been…completed…as…a…sentence…
pattern: a…completed…sentence + a…noun .… …This… structure… is…used… to…add…unknown…or…
already-known… information.… …Take… the… following…sentence… for… instance:…Most…Scots…still…
back…remaining… in… the…United…Kingdom…despite…Britons…voting… to… leave… the…European…
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Union,…a…move…which…was…opposed…by…the…majority… in…Scotland....… … … In…this…sentence,… the…
underlined…portion…can…be… rewritten…as…“which is… a…move… that…was…opposed…by… the…
majority… in…Scotland,”…which…means…“and this…move…was…opposed…by… the…majority… in…
Scotland.”……In…order…to…understand…this…structure…better,…it…is…necessary…for…them…to…know…
that… the…phrase…“which… is…（or…are）”…can…be…substituted…between…the…sentence…and…the…
added…noun.
